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支練成 20醇 記念大会 (第21般 珊 会 ) 甜

支部長 清水 昇肝

昔さんお早うございます｡

本日は､県内各地より､ご出席下さい

ましてありがとうございます｡

この総会終了後､1階のコミニューテ

ィホールに会場を移 し入口の受付で支部

結成20周年記念誌を受け取って下さい｡

12時10分から50分まで､ ｢こまき恵フ

ラダンススクール｣の皆さんの生バンド

によるフラダンスショーを業 しんで下さ

い｡その後､感謝状と表彰状の伝達式を

行います｡

そして､1時30分より国立精神 ･神経

センター捻長の金沢一皮先生による ｢パ

ーキンソン病のすべて｣と題し記念医療

講演を行う事になっておりますOどうぞ

ご期待下さい｡

今日の表彰者の一人でありました｡ひ

たちなか市の久保悦郎さんが､支部結成

してから､丁度､20年目3月22日にお亡

くなりになり､告別式で故人の豊前で奥

様に､表彰状の伝達をおこなって参りま

した｡

本日の支部結成20周年を迎えられた事 O
は歴代の役員さん ･入会そして､退会 し

て会に在籍 した多数の全点さんのご協力

の腹物と感謝致 して居 ります｡

最後になますが､早朝からお手伝いだ

いている､日本イーライリリ社の社員の

方々とホランティアの皆さん､ありがと

うございます｡

それでは､参加の会鼻骨様､この後の

総会を宜 しくやお願い申し上げます｡
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上記の総括一

県縫合福祉会鋸4階大研修室 (支部捨会)と同1階コミニュティホール (支部結成

20周年記念大会)で開催された｡記念医療済萩は､国立精神 ･神経センター捻長金淳

一飾先生による ｢パーキンソン病のすべて｣と選 しての幕歯を拝聴 しました｡

口 日 時 平成18年4月16日午前10時より午後3時まで

ロ 参加者 会員35名 付添者24名 ボランティア11名 一般参加者33名 バンド演

奏5名 フラダンス18名 合計126名 委任状53名

ロ ー議長に山村貰氏が運出され､第1号議案～茅6号議案まで捷薬された､

全ての議案が承認されました｡
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封旺 成 2 0周年 記念大会 に頂いた祝 電 ･祝針 メ ッセ ー ジの範介

(頼不同)

令

メッセージ

全国バ-キンソン病友の会茨城県支部

結成20周年記念大会の開催をお祝い申

し上げます｡

貴会の益々の発展と団結を記念いたし

ます｡

パーキンソン病を特定疾患からはずす

国会での質門を残念に患います.全国の

会良が一致団結してはね返しましょう､

がんばりましょう｡

宮崎県支部

支部長 原田 恒夫

祝詞

茨城県支部結成20周年おめでとうご

ざいます｡結成20周年迎えられ､万感

の思いで今日をお迎えの事と存じます｡

私共､鹿児島県支部も､本年度20周

年になるわけですが､人事ならず我が事

のように思えてなりません｡20年前､

皆様のご協力で当本部をたちあげ､軌道

にのろませは､当初初代会長の堀口芳信

梯奥様の幸子横ご夫妻の多大なるご尽力

がございました｡沢山の方々と出会い､

共に語らい助ましあい､涙も涜してまい

りました｡■

当初入会の方々年令を増し､各々歯芽

な状況もございますが､同じ病気に苦し

む方々0億 標になればと､私共支部も境

けております｡

茨城県支帝の皆様も､きっと同じ気持

ちかと存じます｡

これからも無理なきらず､ご自身のお

身体をご自愛されつつ､お元気でがんは

って下さい｡

この度は､誠におめでとうございまし

た｡

鹿児島県支部

支部長 赤塚 幹治

茨城県支部結成20周年誠におめでと

うございます｡_

日頃費支部の意欲くふほれる活動ぶり

に､心から敬意を表しておりました｡

私たち宮城県支部は今年で結成13年

目を迎えましたb結成以来数々兼題に直

面して参り､常に貴支部を始め先輩支部

をお手本として頑張って参りました｡

これからもお互いに会貞同士の交務を

秤ながら､力を合わせてパーキンソン病

完治を目指して共に頑張りましょう｡

結成20周年大会のこ盛会と貴支藷の

益々のご発展､並びに会員各位のご偉勝

を心よりお祈り申し上げます｡

宮城県支部

支部長 谷津 繋清

メッセージ

全国パーキンソン病友の会茨城県支部

20周年記念大会の開催を心からお祝い

一申し上げます｡

全国友の会は今や7千人にいたる租横

力を有し全国には鞘を称える範頼となり

ました｡ひとえに清水会長の指導力によ

るものです､費支部がよき会長の下にま

すます発展されることを祈会します｡

愛知県支希

支部長 丹羽 浩介
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メッセージ

茨城県支部結成20周年を迎えられま

したことを心よりお顔び申し上げます｡

範掛 ま数 ･港掛 ま力と言われるように､

20年の轟きにわたり範頼の維持向上さ

れましたことは､清水支部長始め 役員

の皆様の日頃のご努力の陽物に対し心敬

意を表します｡

また､清水支部長におかれましては､

全国パーキンソン病友の会会長として､

その重曹を担われ､今日の全国パーキン

ソン病が有ると言っても遺言手はありま

せん｡

益々､我々発病患者二兎とって生命鞍

である､特定疾患治療研究事業外しが､

今国会の中で菖じられる状況下で何とし

ても狙織力を強化してこの無届を重り越

えなければなりません｡

本来ならば20周年記念式典に参加し

お祝いを述べる処ですが膏面を持って､

お祝いのメッセージと致 します｡

末筆になりましたが､貴支部の益々の

ご発展と会貞の皆様のご多幸をお祈り致

します｡

福岡県支部

支部長 徳永 武重

支舗戚20周年記念大会(第2相支納会参加割

水戸市 ･鹿志村悟楼ご夫妻様と娘様 水戸市 ･森田昭代様と娘様 水戸市

宮部和子様ご夫妻横 水戸市 ･大津茂堆様ご夫事様 水戸市 ･大森信枝様ご

夫妻様 水戸市 ･相野喜美子様とご姉妹の田口よし子種 ひたちなか市 ･山

村不二乃様のご主人山村寛様 (役員) ひたちなか市 ･渡辺徳治康こ夫妻様

ひたちなか市 ･西野晴子横ご夫妻桜 龍ヶ崎市 ･椿本泰久様 (役員) 笠間

市 ･市毛アイ子種 笠間市 ･田口房子梯 笠間市 ･爺引玉子様のご主人の締

引義男 (役貞)と娘横 取幸市 ･西村雅夫様 (役員) 歌手市 ･藤原耗堆様

土浦市 ･鈴木 トク様ご夫妻棟 石岡市 ･清水昇勝 (役員) 石岡市 ･清水晴

美様 (役員) 守谷市 ･益田功様と介若者の響さち子様 潮来市 ･薄谷ふみ様

と娘様 魔境市 ･茂内すみ子種ご夫妻様 鹿他市 ･内田一様の娘横山秋子様

那珂市 ･寺門京子様 (役員) 那珂市 ･寺門正次梯 (役員)と娘様とお孫横

束梅村 ･宮部昌子様 小美玉市 ･石田樟様ご夫妻様と娘様 小美玉市 ･上田

てい様のご主人の上田善也様 小美玉市 ･石津秀夫様ご夫妻様 ^千代町 ･

服部恵子様 守谷市 ･海野原和子様 牛久市 ･千葉登楼 ひたちなか市 ･

宮本雅夫棟 (役邑)
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欠席の会員の近状 平成18年 4月現在
(順不動)

総会の時間帯が身体の調子憩いので､

欠席 しますO残念です｡つくば市 ･N

身体が思わ しく無いので欠席させて下

さい｡ 北茨城市 ･N

庭の梅が春の香り運んで参りました｡

やっと春ですね､皆様には如何お通 しで

しょうか､清水様にはいつもお世話にな

ります､ありがとうございます｡

主人も車いすの生活が長くなりました｡

水声市 ･N

2O周年記念行事に参加できませんで銑

念です｡

夫が昨年末より体話をくず し動作が不

自由になりました｡老々介護の家庭です

ので､長い時間独りで過ごさせるのは心

配です､すぼらしい内容の絶会で鞍に妻宅

急ですが､欠席致 します｡笠間市･S

歩行困難のため集会ですが､欠席させ

て頂きます かすみがうら市 ･T

いつもお世話になっております､前日

に予定が入っておりますのてせ欠席させ

て頂きます｡ 牛久市 ･U

身体の誠子がなんとも思うように動き

ません｡ 日立市 ･N

体幹様能障害で歩行不自由のため残念

ながら欠席致 します｡ つくば市 ･T

種々とお世話なって居ります､当日用

事が有って欠席いたします｡

つくば市 ･N

済生会病院-入院中です｡

鉾田市 ･1

体調す ぐれず欠席させて頂きます｡

城里町 ･I

残念ですが､今回は出席できません､

役月の方々のこ苦労を考えますと大変申

し分けなく心苦しいですが｡私は相変わ

らず花の写真を撮り続けております｡

古河市 ･A

いつもお世話になっております｡私用

がありまして申し訳けありませんが欠席

させて頂きま｡ 小美玉市 ･ド

日頃なにかとお世話になっております｡

横閑耗等では会員諸氏のがんばりを拝見

し勇気づけられています｡

支部結成20周年記念大会おめでとうご

ざいます｡

清水会長はじめ会員着発背のご苦労に

感謝いたしますO今回も扶念にがら欠席

させて頂きます｡益々の発展を祈念いし

ます｡ 日立市 ･I

いつもお世話なります｡ありがとうご

ざいます｡ 土浦市･S
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会員の嘗様にお会い出来ず技念です｡

-現在､水中運動リ-ビリに､過3回通

っています｡Ⅰ]々 の努力で'少しでも､寝

たきりにならない様に､その日が葺くな

るように､頑張っています｡

結城市 ･K

起居､歩行が困兼な状況ですので欠席

します｡ 東海村 ･T

いつもお世話ななります､今回は欠席

教 します｡ つくば市･H

いつもお世話になりありがとうござい

ます｡折角の大会なのに残念ですが都合

により欠席させていただきます｡盛会を

お祈り敦 します｡ 土清市 ･T

何時も大変お世話になったおります｡

3月15日に父親を亡くし何かと忙しい

く､欠席させて頂きます｡日立市 ･M

歩行国策なため欠席せて頂きますO大

会を祝し､盛会をお祈り致します｡

取手市 ･M

支部結成20周年おめでとうございます｡

記念大会の盛会をお祈ります｡

取手市 ･A

次男の結婚式が4月22日にあり､その

準備のため出席出来ません｡

牛久市 ･K

遠いので体力的に無理ですので､すみ

ません､,一緒に行く私も歳ですので､自

信がないので欠拝させて頂きます｡

つくば市 ･K

いつも､大変お世話になっておりま

す｡最近､過労で体調が悪く､外出を控

えてります｡ 水戸市･S

会の益々の発展を祈念致します｡

行方市 ･0

いたって食欲もあり､元気にしており

ますが｡ころんだりすると骨折する事が

多くなり､ハラ-ラ ドキ ドキです｡

家族がなかなか忙 しく連れて行ってあ

げられないのが､現状です｡皆々様のご

協力に母共々､感謝申し上げております｡

皆々様､お元気で｡娘記 日立市 ･N

毎度こ連絡頂きまして韻にありがとう

ございます｡ ひたちなか市･H

役員の方々ご苦労様です｡出席したかっ

たのですが一体の状態が思わしくなく琵

念ながら欠席しさせていただきます｡

東海村 ･T

ようやく春が来ました､今年の冬は寒

にに我慢出来ませんでした､筋肉や色々

のところが締めつけ由りました｡又｡夜

の トイレが大変でした｡

笠間示 ･1 0

楽しみにしていましたが､身体が力が

なく外出は無理なので､よくなりました

ら｡ 龍ヶ崎市 ･I

20周年記念大会のご成功をお祈りいた

します｡よい治療法の知らせがないもの

かと一目千秋の思いで待っている状況で

す｡ 守谷市･N
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大会に出席 して思うこと

支部を結成い して20年､以来今日
までこのような大きな会に育てでこられ

た関係者のせ様､本当にご苦労様でした｡

自ら患者の身でふりながら支部結成に

立ち上げり､支部長を続けていたたいて

いる清水支部長とそれを支えられる奥様､

㊤ 芸bt芸呈誓 言崇 芸芸志望警 苦さ芸
成当初からご協力をいただいいる金帝先

生等々､多くの方々のご苦労 ･ご尽力の

賜であり､後々入会させていただいてい

る者として深く感謝申し上げます｡

本来ならば ｢220周年おめでとうご

ざいます｡これからも末永く-･･･--｣

とご挨拶すべきところですが､これを言

えないむなしさを感じているのは私だけ

ではにいと患います｡なぜなら､本当に

おめでたいのは､ ｢友の会｣など必要と

しない人､あるいは､この病気が新薬開

発で根絶し ｢友の会｣を解散する日であ

り､この時こそ心から ｢おめでとう､本

尊 ～当芸蓋守､震LiJl認 諾 諾 意 ように

なりました｡ (封覚症の現れ)嬉しさの

あまり ｢バンザイ｣と叫んで目が覚め､

いま見た夢がまさに (夢のまた夢)であ

る現実に引き戻され､落ち込んでいます｡

こんな時＼改めて ｢友の会｣が思い出

され､それが私自身の中に大きなウエイ

トを占めていることに気付かされます｡

これからも､夢は夢として､それが一日

も早く実現すること祈りつつ､そして ｢

友の会｣は､その存在意義がなくなる日

水戸市 鹿志村 悟

まで､会鼻のみなさんのオワシス ･心の

やすらぎの場として大切に守って行かな

ければなりません｡そのためには､私自

身出来る限りの協力をさせていただきた

いと患っています｡

今日の訪演会は (パーキンソン病のす

べて)と題する講演と質問コーナーが設

けられ､先生のお人柄によるものと電い

ますが､いずれもやさしく丁寧に説明し

ていただきました｡おかげさまで､先生

のご講演 ･昔さんの質冊を通して､この

病気について新たな知課を得ることがで

き､質疑の中にも私自身思い当たるとこ

ろがいくつもあり､参考になりました｡

また､同じパーキンソンヒ病と言っても

その症状は多岐にわたり､人それぞれ症

状は異なっていることで､これも新しい

驚きOこれは､患者一人ひとりが自分特

有の不安､悩み.梁間の中で阿病生活を

送っていること意味しており､常に聞き

たいことを山ほど持っているものと思い

ます｡外から見ればつまらない質問でも､

本人にしてみれば死ぬほど悩んでいるか

も知れないのです｡従って､今日の啓開

コーナーでも､まだまだ質問したい方が

多々いたのではないかと思います｡でき

れば今後は個人の悩み解消に重点をおき､

質問の時間をもっと長くとれたらどうで

しょうか｡また､会場は大きなところは､

気後れするので小さい会場で､誰が気楽

に話ができ､より中身の濃い話し合いに

なるるものと思います｡襲しいことと思

いますが､ご一考をお願いいたします｡
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平成
はじめに

昨年暮れに ｢医療制度改革大綱｣が発表され､この ｢大綱｣に沿って国会に法

案が提出された｡

高齢者や入院患者など負担増､また､高額療養費自己負担限度額の引き上げ､

食費･居住費の見直しなどによる患者への負担増も問題ある｡

医療に貧富の差をつける混合診療や診断群別包括評価の拡大などによる保険給

付範囲の削 ､､保険外負担め拡大です｡

｢国の財政削減｣策ばかりが具体的内容になっており､予防や在宅重視を言うも

のの､私たちが求めている患者本位の医療の実乱 難病の原因究明･根治治療法0, i

の早期解明などはいまでも具体化されていません｡

このような問題点をもつ医療制度改革に対し､患者の生きる権利､生活を守り

国民昔保険制度を守るため患者会に結集して､真に患者本位の ｢医療制度改革｣

の再構築を求めることが必要であると思います｡こんな情勢の中で私たちは次の

ような活動をしてきました｡

① ｢世界パーキンソンデー｣国会細 ･厚生労働省交渉を行った｡(17.4.ll)
a)第20回支部総会を水戸市千波町の県総合福祉会館に於いて開催､第2部､記念
医療講演を国立精神･神経センター武蔵病院神経内科の村田美穂先生を招き ｢

パーキンソン病の最近の治療と今後の展望｣Jt題して講演を行って頂いた｡

(17.4.10)

③第23回糊 県新 団体連絡協給 の総会が水戸市千鮒 の牌 合福祉会館で脚ol催した｡(17.5.8)

④第29回全国総会･大会 (東京大会)が代々木オリンピックセンター開催した｡
(17.6.16-17)

⑤第2回パーキンソン病フォーラムをつくば市 ｢つくばふれあいプラザ｣に於い

て日本イライリリー社の協力で開催し､280名参加した｡(17.9.18)
⑥第20回患者･家族交流会をひたちなか市ホテルニュー白亜紀に於いて開催した｡
(17.10.15-16)

⑦アジア太平洋パーキンソン病シンポジューム国際会議がオーストラりア･メル

ボルンで開催され､茨城県から清水夫妻と秋山とし子さんが参加したo

(17.10..25-29)

- 10-
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榔 年度蔭動甘鼓

て建適役貞会〕

17.5.22(日)
6.8(水)
8.6(土)
9.21(金)

10.8(土)
12,2-3(i･i)

18.1.15(日)
2.4(土)
3.25(土)

〔支部役員会〕
17.5.15(日)
7.12(火)

9.ll(日)
ll.20(日)

8.1.15(日)
3,19(日)

【全国役員会〕

17.4,12(月)
6.6(月)

17.7,19-20(i.i)
8,17-18(t･i)

ll.2ト22(月は)

18_2.18-19(i･0
3,18-19(i･El)

㊨

Qfti

その他の行動

17.4.21 (木)全国会報101号発送

4.24 (日)北海道支部へメッセージ送付
5.25 (汰)展難病相談 ･支援センター開所式

5,29 (日)JPC･全集連合併捨金
5.30 (月) 〝 国会請願

6.15 (水)三役会議
6_21 (火)フォーラムの件で事務打合せ

6,23 (木)国立武蔵病院将来俊哉明会
6.27 (月)建連会報53号発送
7.26 (火)フォーラム後漢依類
8.1 (月)全国会簸102号発送
8.22 (月)事務用品翁連
8.30 (火)フォーラム報道依頼

9.2 (金)神経新 医療誘盛会に出席
9.3 (土)ダウン症主催地域支援交沫会
9.ll (日)フォーラム会場下見 _
10.1 (土)製薬協フォーラム

.2.(El)パーキンソン病訴演会
10.29 (土)筋無力症地域交溌会
11,12 (土)県民まつり

11･!6 (水)全国会報103号発送
11.27 (日)鳴息野ばらの会地域交読会
12.23 (祭)県看蕃協会フェスティバル
18.2.ll (土)製薬協新年会出席
3.ll-12(土･H) 兼連フェスタ2006
25 (土)8臥叫l蜘 ら蛸蹄脚 と臥噛 り
3.24 (金)国会粛守紹介議員･捨会報遭依類

- ll-

/

〔電話相 談 〕

17. 4. 5(火)17.10.ll(火)
4.19(火) 10.18(火)

4.16(木) 11. 8(火)

4.26(火) 11 18(金)

ー5.10(火) 11.29(火)
5, 17(火) 12. 8(金)

5.25(水) 12.13(火)

5.31(火) 12.20(火)
6.7(火) 12.27(火)
6.14(火)18. 1.10(火)
岳 21(火) 1.16(月)

6.29(火) 1.17(火)
7, 5 火) 1.23(月)

7.12(火) 1.24(火)
7.26(火) 2. 6(火)

8. 4(金) 2.14(火)

8. 9(火) 2.27(月)

8.16(火) 2.28(火)
8.23(金) 3. 7(火)

8.30(火) 3. 14(火)
9. 6(火) 3.28(火)

9.13(火)

〔本部事務局会議〕

17.5.9(月)
6.6(月)
11.7(月)

18.3.4(土)県南地区
3.1g(土)県北･中央

〔記念誌編集会議〕

17.ll.29(火)
18.2,14(火)



1.マスコミ､県や市町村の広報､病院､各保健所を通じて未加入潜在患者の発

か削こつとめると共に､一般社会にパーキンソン病の啓発宣伝を行います｡

2.地区削 (ブロック)活動の推進をはかります｡

3.患者 ･家族交流会を行います｡

4.ご要望に応じて患者宅の友愛訪問を致します｡

5_県発達､他の難病団体､パーキンソン病友の会他支部との連帯を深めていき

ます｡

6_支部会報 (支部だより)を発行いたします｡

7.第3回パーキンソン病フォーラムを康行地域で開催します｡

敬称略

支

副

副

部

部

部

支

支

長
長
長

長員
居

局

務

務

〝

事

事

′′

会 計

会 計 監査
′′

#

@

◆
◆
W
t

◎
◎◎
◇

◇◎

昇

泰

正

晴

京

純

義

雅

雅

水

本

門

水

門

本

引

村

村

本

潜

植

寺

清

寺

穂

綿

西

山

宮

勝 (石岡市)

久 (竜ヶ崎市)

吹 (那珂市).

美 (石岡市)

千 (那珂町)

代 (竜ヶ崎市)

早 (笠間市)

夫 (取手市)

質(舵も抄市)

夫 ( ′′ )

全体

県南地区担当

県北地区担当

中央地区担当

県北地区担当

県南地区担当

中央地区担当

県南地区担当

県北地区担当

′′

凡例 ◆本部役員 ※茨難連役員 ◎健常者 ◇事務局員兼務

- 14-
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2006齢的抑蛸の早鵬立を要望する細書
署名 .募金協力者 (敬称略)

--i 月 日 住 所 氏 名 番号 月 日 住 所 氏 名

1 ll.17 谷和原 上 山 圭 子 21 12.31 土浦市 徳 丸 洋 =
2 ノ′ 批ちな州 大 宮 今朝堆 22 1_2 守谷市 益 田 召

3 25 ′′ 雫 田 静 推 23 10 友部町 秋 山 とし

4 日立市 永 井 絹 子 24 ノ′ 土清市 鈴 木 ト ク
5 28 水戸市 石 川 美 代 25 常栓市 飯 村 さき

6 30批ち紬市 久 保 悦 郎 26 〟 肯河市 阿 部 由美
7 23 笠間市 市 毛 アイ子 27 水戸市 宮 部 和

8 12ー l 高萩市 松 田 千 年 28 15 笠間市 棉 .引 玉

9 2 つくば 荒 井 富美子 29 〟 龍ヶ崎 & * *
10 取手市 秋 谷 貞 一 30 18 栄西市 山 tj 公 -

ll 5 西 村 雅 夫 31 舌脚 中 嶋 雅

112 8 水戸市 大 森 信 枝 32 20 水戸市 国 井 まき

l13 12 ′′ 森 田 昭 代 33 24 〟 鹿志村

l14 14J友部町 山 口 房 枝 34 25 日立市 泉

15 15批ち紬市 平 戸 初 枝 35 26 潮来市 窪 谷 ふ

16 17 山 村 不二乃 36 27菖河市 高 橋

17 〟 つくば 中 村 正 子 37 30 石岡市 清 水 昇

18 24 笠間市 川 蓮 とみfE 38 2_1笠間市 田 口 静

19. ′′ 龍ヶ崎 石 山 栄 子 39 ノ′ 利根町 森 恵美

20 28 東海村 宮 部 昌 子

(募金藍分方法) J匝名蛤数 l 募金栓額 l

匪金蛭額 l必要揮発 lJPA f茨城薄連 支部遍司 611名 l72,500円

72,500卜 6,400i33,0501 6.610 26.440 l

◇ この署名簿は2006年5月29日にJPCの仲 i 皆様のご協力軌 こありが
問と-掛 こ国会宿願を予定しておのます｡ ;とうございました｡

. 支部長 清水 昇勝
I
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2006舶医療a)建立と療養生活支細葉を要望書
署名 -募金協力者 (敬称屯)

i 氏早 月 日 住 所 氏 名 番号 月 日 住 所

~1 ll.17 谷和原 上 山 圭 子 21 12_31 土冶市 徳 丸 洋 =

2 ′′ 批ち軌柿 大 宮 今朝雄 22 1ー 2-守谷市 益 田

3 25 鉾田市 飯 森 君 子 23 10 友部町 秋 山 とし

4 ′′ 日立市 永 井 絹 子 24 土浦市 鈴 木 ト ク

5 28 水戸市 石 川 美 代 25 背紋市 俵 村 さき

6 30 批ちな締 久 保 悦 郎 26 吉河市 阿 部 由美

78 2312. 1 笠間市高萩市 市 毛 アイ子 27 水戸市 宮 書き 和松 田 千 年 28 15 笠間市 強 引 玉

9 2 つくば 荒 井 富美子 29 ′′ 龍ヶ崎 # * *

10 取手市 秋 谷 貞 一 30 18 筑西市 山 口 公

ll 5 西 村 雅 夫 31 苦芦湘師 中 嶋 雅 了

12 8 水戸市 大 森 信 枝 32 20 水戸市 国 井 まさ

13 12 ′′ 森 EE] 昭 代 33 24 鹿志村

14 14 友部町 山 口 房 枝 34 25 日立市 泉

15 15 批ち紬市 平 戸 初 枝 35 .26 潮来市 窪 谷 ふ

16 17 ノ′ 山 村 不二乃 36 27 吉河市 高 橋

17 つくば 中 村 正 子 37 ･30 石岡市 滑 水 昇

18 24 笠間市 川 蓮 とみfZ: 38 2.1 笠間市 田 tj B

19 龍ヶ崎 石 山 栄 子 39 ノ′ 制裁町 森 恵美

20 28 東海村 宮 部 昌 子

衆議院 327名

参議院 314名

(募金配分方法) 】桓名捨数 l 募金蛭額

匪金栓* J必要経費 l 本部 ｢盲 森高司 641名 l108,500

l108,5叫 6.300171,5401 30,66I l

◇ この署名簿は2006年4月12日に全Egの仲 喜 皆様のご協力誠にありが
間と一括に員会商呼を軍港しまた｡ :とうございました｡

; 支部長 清水 昇勝
l
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日13
効
能

を
取
得

し
た
の
は
国
内

で
は
初
め
て
｡

同
症
は
､
眉
下
垂
体
の
疾

患
や
外
債
な
ど
で
筆
大
約
に

成
人
期
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

政
.iJt勅
封両
度
七七
〟朋
蓄
IU
J娼
胡p

【金沢
】
医
源

･介護サ

ー
ビ
ス
の
勝
木
グ
ル
ー
プ

(石
川
県
小
松
市
､
勝
木
道

夫
代
奉
)
は
､
介
琵

点
を

拡充する｡定員‡

五

人
の
小
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

章

10
〇
六
生
女
中
に
三
カ

所
新
穀
.
耽
帯
の
LW

支援施
設などと連携
す

る
｡グ
ル
ー
プ
で
不
動
産
賃
貸

な
ど
を
手
か
け
る
芦
屋
産
業

デ

イ
サ

ー
ビ
ス
rみ
の
り
倶

楽
部

(く
ら
ぷ
)
み
つ
や
｣

=
写
真
-1
を
開
き
､
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
事
績
し
て
き
た
｡

五
月
八
日
に
小
松
市
南
部

れたと発表しち
十九日､

欧
州
要
具
会
の
菜
藷
を
受
け

た
｡プ
ロ
グ
ラ
フ
は
欧
州
で
は

一
九
九
四
年
に
英
国
で
菟

う
｡プ
ロ
グ
ラ
フ
の
欧
州
で
の

売
上
高
は
二
〇
〇
六
年
三
月

期
見
込
み
で
四
百
二
十
九
便

円
｡

だ
っ
た
ほ
か
､
昨
シ
ー
ズ
ン

は
花
粉
の
飛
敬
一
が
多
か
っ

た
影
響
で
抗
ア
レ
ル
ギ
I
剤

｢ア
レ
ジ
オ
ン
｣
が
同
三
一

%
伸
び
た
｡

轡

巌
快

パ

ー

キ
ン

ソン病治療薬

高
齢
化
で
患
者
数
が
急
増
し

て
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
｡
点

治
声
悪
は
稚
正
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
､
池
波
案
の
進
歩
で
手

足
の
]E
l兄
な
ど
の
症
状
を
抑

え
へ
長
期
間
日
常
生
活
を
推
持

で
き
る
人
が
増
え
て
い
る
｡

最
喝

早
期
の
相
原
に
使
わ

れ
る
の
か
､
病
気
で
不
足
す
る

脳
内
の
神
経
伝
達
物
真

｢ド
ー

パ
ミ
ン
｣
の
代
わ
り
に
神
経
の

受
容
体
を
刺
激
し
､
体
の
動
き

ヲ!,宕lu,霊 ｢ビ･シフ ロ ー ル ｣

改
善

例
の
デ
ー
タ

武

器

に

を
よ
く
す
る
タ
イ
プ
の
｢ド
I

促
､
キ
ッ
セ
イ
が
渠

す
る
｡

パ
ミ
ン
7
才

1ス
ト
｣
｡
ト
ツ

｢ゆ
っ
く
り
等

1
日
1

プ
シ
ェ
ア
は
一
九
九
九
年
発
売

回
の
服
用
で
済
む
の
か
農
天
の

の
｢カ
バ
サ
ー
ル
｣
だ
｡
米
系

特
赦
j
｡
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
公
廿

フ
ァ
イ
ザ
ー

(東
京
･
渋
谷
､

授
二
医
冥
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

岩
崎
博
充
社
長
)
が
製
造
し
､

門
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
と
共
同
版

は
強
調
す
る
｡

▼
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

脳
内

の
神
経
伝
達
物
8
(
｢ド
ー
パ
ミ

ン
｣
を
作
る
押
棒
細
胞
が
頼
少

し
'
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
せ

な
く
な
る
所
東
｡
ゆ
っ
く
り
と

進
行
し
､
手
か
集
え
た
D
e､
休

の
動
き
が
遅
く
な
り
歩
き
始
め

の
1
歩
が
踏
み
出
せ
な
く
な
っ

た
り
す
る
｡
六
十
重
刑
故
で
発

症
す
る
ケ
I
r(.が
多
い
｡
厚
生

労
働
省
の
調
査
で
は
二
〇
〇
二

年
の
患
者
数
は
約
十
四
万
人
｡

二
十
年
前
の
二
･
五
倍
で
､
千

人
に
7
人
が
発
症
し
て
い
る
｡

主
な
薬
は
ド
ー
パ
ミ
ン
を
補

う

｢L
ド
ー
パ
｣
と
｢ド
ー
パ

ミ
ン
ア
ゴ
ニ
ス
ト
｣
の
二
タ
イ

プ
｡

rL
ド
ー
パ
｣
は
効
果
が

請
い
が
､
使
い
続
け
る
と
効
果

の
持
株
時
間
が
短
く
な
っ
た
り

体
が
勝
手
に
動
い
た
り
す
る
副

作
用
が
出
る
こ
と
が
あ
る
｡
最

近
は
考
え
な
ど
を
甲
見
る
麹
異

は
劣
る
が
長
新
聞
使
え
る
ア
ゴ

ニ
ス
ト
を
ま
す
鹿
用
L
へ
徐
々

に
L
ド
ー
パ
を
増
や
す
ケ
ー
ス

が
多
い
｡
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の

運
動
放
法
､
手
術
も
あ
る
｡

書;鑑 ｢カ バ サ ール ｣

カバサールとど ･シフロールの雌

力′くサ ール 製品名
カベルプリン -称各

1999年8月 EEl内莞雅棚 2m 年1月

100屯円く05年3月期､栃 を祖 国 内41億円 (∝年､案
当するキッセイの売上高ー 売上 一石ベース)

≡買 価
(官主)薬価ベースの売上高には卸や薬局の収益分も含まれる

パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
は
症
状
の
表
れ

方
や
薬
の
効
き
方

に
個
人
差
が
大
き

く
'
服
薬
I
を
微

妙
に
網
蔓
す
る
｡

一
日
三
回
だ
と
､

例
え
ば
一
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.
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医療制度改革 06年度診療報酬改定に係わる取組みについて

l.はじめに閣議決定あり

06年度予算秦作成にあたり､12月28EL 川崎摩労相と安倍幹事長は､06年度に診療報酬はマイ

ナス3.16%とすることで合意しました｡ '･'

その前の03年3月に閣議で基本方針として ｢慢性期入鹿医療については､病態､白骨生活動作

能力 (ADL)･看護の必要度等に応じた包括評価を進めると･ともに介護保険との役割分担明確

化を図る｡｣と決定しています｡

中央社会保険医療協議会 (中医悔)はこの解義決定を受けて､医療費について各種専門部会､

小委員会で専門分野からデータ収集 ･分析などを行い､中医協に意見をあげIq釆ました｡

( 問題のADLについての議論の経過では､05年齢 早い時期鵬 ､筋ジストアフィーと海 陸
硬化症が穀病の中から独立して表示されていましたが､7月に行われた会議では筋ジストロフィ ー

が消えて､パーキンソン病と多発件硬化症が取り上げられました｡また1その時､その他の神経

発病や神経発病以外の兼房もADIJll以上の枠がはめられることになLつモい7ま.した｡そ･の後の11

月25日d会執 こなると､/l'-キンソン病と多発作のみにADLllが残り､他の難病からはADL

llの縛りはなくなりましたも(ADLと医療の報酬区分蓑)

2-具体的行動開始
日本難病 ･疾病団体協議会に加盟するパーキンソン病友の会と多発性硬化症友の会は一連の厚

労省の動きを検討した結果､

①何故､多発性とパーキンソン掛 こだけADIJlを適用するのか垣由が理解できない｡

②2つの疾劇 ま､ともに個別性が強く､また症状に多痩性かあり､また治療方法も多岐にわた

るので､ADいこよる評価は#しい｡

⑳ADLIO以下の患者への医療が不十分になる危険性がある｡ -

L などの朗 で1批 2日と19日の2･回にわたり､野 雑 観 医療課-要望書を提肘 ると拍 こ
話し合いを行いました｡(12月12日にはパーキンゾン病友の会-から清徳副会長と河野事務局長が､

19日には清水会長はじめ三役その他が出席)

3.中医協冬季鼻を訪問し要望書漣出し話し合う

06年に入り､今後の進み方を予測すると､2月中の中医協で結論が出るのではないか､落ち着

いていられないとの判断から＼中医協の委員の方に私達の要望を聞いてもらい､中医協の場で支

持していただきたいという主旨で次の委員の方に会いました｡

中底嘘は20名の委員で構成されており､支払側委員 (いわゆる1号重点) 8名､医療側委員

(2号萎貞)-8名､公益委員4名です｡

年末の12月alf=こ､El本葉病 ･疾病団体協議会･(JPA)の坂本事務局長と全国パーキンソン

病友の会ゐ河専事務局長が2号委員の松原謙二委員 (日本医師会常任理事)と面談し､厚労省に
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提出した要望書を手渡し､先生のご意見を伺いました｡先生は､①必要な医療は必要に応じて行

う ｢出来高払い｣について賛成｡②急性憎悪等により転院(&棟)が必要な患者に対して転院先を

探す期間を厚生労働省の事務局は3日間と言っているが､私 (松原)は1週間必要と思っているO

また､1号委員の先生方にも了承をとった方が良い､と教えていただきました｡ これについては

JPAでは06年1月に了解を取ることになっています｡

また､｢佳牲期入院医療の包括評価調査分科会｣の会長である池上直己先生 (慶鷹義塾大学教

授)あてに ｢慢性期入院医療の包括評価報酬患者分頬｣や対象にされたパーキンソン病友の会清

徳副会長から厚生労働省保険医療課長あての要望書をe-メールで伝えました?I.

1月に入り､′ヾ-キンソン病友の会 (清徳副会長､河野事務局長､種本次長､事務局)と多発

性硬化症友の会 (坂本事務局長)は1号委員の津島忠明委員 (健保革専務=代理の樋口医療課長)､

小島茂委員 (連合 生活福祉局長)､宗岡広太郎委員 (EI滋製作所取締役)を訪問し､･各委員の理

由 を頂くとともに､その後の全駅 私たちの葺翌の主旨を代弁してい去=fL･きまJた｡
引き続き医反側委且の石井嘆薦委員 (日本病院会常任理事)にも同様に説明しました｡

各委員と会って分かったことは

① 中医協に提出される原案は厚労省の事務方の考え方が濃い内容である'こと｡.

② 技術的なこと (特にADL問題など)は専門の医師等による調査によるものだということ

で､中医協では深く議論していないこと｡

このような行動をしているさなか､中医協は1月18日に ｢平成18年度診療報酬改定に係わる検

討状況について (現時点の骨子)｣を発表し､国民の意見を求めるとともに､1月27日､公聴会を

行うと発表しました｡

これについて､全国友の会は役員に厚労省-ADLllを取り除くような要請文 (別紙).の発信

を訴えました｡公聴会には斉藤副会長が意見を述べたいと申し入れをしました.

1 公聴会で誉脚

C::諾 oTABD%L21i:Eli喜警 警 諾 禁 票 要覧 三sL芸震 慧 三.i,'三冨芸冒RLB

たことは了解できない｡｣と訴えました (別鰍 こ発言内容を添付)これについて壇上の委員から
も傍聴者からもうなずく姿がありました｡

公聴会は､厚労省医療課長から ｢検討状況｣についてごく簡単な説明の後､支払側委員代表者

と医療代表者カモ意見を述べた後､支払側推薦発言者3名､医療側から3名､公益委員推薦者が斎

藤副会長を含めて5名が発言しネ した｡
出された意見はすべて持ち帰り､今後の検討の中で取捨選択されることになります｡

5.その後の動き

2月3日幽厚東省において第83回中医協総会が開かれました｡事務局から､先週意見を公募し

た集計結果と18年度診療報酬改定における主要改定項目が説明されました｡寄せられた意見は､

約4,000通ありま･Lた｡その中には慢性期入院医療に閑し､パーキンソン病と多発性硬化症につ
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いてはその他の神経難病と同様にADL1.1をはずして欲し-い､という意見が出てい鼓した‥また､

土屋会長は r初めで-O公聴会で中医協では聞くことができなカモつf-メ-キン_ソy轟の意見が聞け

た｡｣と公聴会を評価していました｡

診療報酬改定の項目鋭明もありましたが､/i-キンソン病と多発性硬化症の患者区分には触れ

られていませんでした｡ただし､医療区分の低い患者にかかわる医療は評価を引き下げる､とし

ています｡この日の中医協討議は､非常に多くの牧村項目があったため､憧牲期入院患者に関し

ては､次回に検討す.iこととして閉会しました｡

ひき続き2月8日的中医協総会が閲中れ､慢性期入院患者に関する検討が行われました.こて

には入院患者をADいこより医療区分する方向は出ていましたが､多発性とバ｢キンソン病のA

DLllで区切ることについては､言及されませんでした｡.1.号委員からはADいこよる患者区分

することについては評価があ｡ましたが∴ 1区分について禦 ｡戸 に工夫が必要だ.t轡 見争
-- 出され､次回にもう一度検討することになりました｡

次回中医協は2月15白鯛に開かれ､絶ざらいして大臣への諮問が津定される予定です｡
ヽ

6.できるだけの行動を

2月9日㈱パーキンソン病友の会と多発性硬化症友の会は､ADLllを取り払ってもらうため､

民主党の谷 博之先生にお願いして､厚生労働省との仲介をとっていただきました｡

厚労'6-からうま兵鋸･佐原両課長補佐が出席され､民主党から谷年生 (参)､川端達夫先生 (蘇)､

佐々木隆博先生 (衆)､森ゆう己先生 (参)はじめ10名の秘書が参加されましたo

患者側から､①なぜ多発性とペーキンソン稀だけがA.DLllが残ったのか､②今後答申に向け

て医簾区分の扱いはどうなるPか､③もしADl,10以下が医療区分 1となったとき､2つの難病
患者に対する医療はどうなるのか､など質問しました｡

これに対して厚労省から､(97月27日の資料では難病はすべてADLll'-C区分していたが､医

蘇現場でもうユ度検討した結果､多発性とパーキンソン病はこ慢性期入鹿患者の自立度に差があ-i

たoその他の琴帯では､症状が千差万別で医療区分ができないということで､11月2紬 の資料O ,
･ようになった｡②答申にはADLによる医療区分を行うというような表現になっても､その中身

は中医協では検討しない｡事務局で検討することになる｡Iしたがって､変更する余地も韓されて

いる｡③医療区分lと2は医療の提供圭や質は違うことになるが､医療行為をなくすわけではな

い｡などの回答がありました.患者側は･是非ADLllの縛りをなくしてばしいとさらに要請しま

した｡谷先生はじめ川嶋先生からも患者の実態を理解して善処するよう強く要請していただきま

した｡･

7.今後はt'-うなるか

次回 (2凧5日)の中医協で答申内容が決まる予定ですが､支払側と医簾側で折り合いがつか

ない問題については公益委員が主体的に答申案を作成するとみられます｡

中医協の動きに注目し､いざと.いうときには行動が起こせるよう心がけておいて下さいも

■ 以 上
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由

-第3回パーキンソン病市民フォーラム

目的‥ 本章は一般の市民の方々にパーキンソン病について理解していただく事､並び

にバ-キンソン病と向き合う患者さん､ご家庭の日常生活の一助となるよう開催

するものです｡

今回は､市民向けI_=J{-キソソン差引こついて理解していただく講演会と､パー

キンソン病の患者さん ･ご家族の皆さんから日頃の悩みや不明な点を解決する神

援内科専門医･医療関係者の先生からのアドバイスコーナーを基に参加者の皆さ

んに､パーキンソン病について理解を深めて頂きたいと考えています｡

開催日時 :平成18年9月17日 (日) 13:00 開会のあいさつ

13:10 -般講演

15:30 無料医療相談会

16:30 閉会

開催場所 :鹿島勤労文化全能 (予定)

ここから第 21回支部患者 ･家族交流会

宿泊場所 :アトンパレスホテル ｢茶秦 砂の栖｣

9月17El(日)18;00 懇親会

9月18日 (月)09:00-11100 交涙金

以上詳細は追ってお知らせ致します｡

｢青 しヽ鳥 Iま 力ヾき ｣ フ-し一1±一二/ 卜

郵便局では毎年4月から5月末日まで､1.2枚の障害手軽を持っている人に､

｢青い鳥はがき｣ (通常50円)20枚をプレゼントしてくれます｡

手続きは､陣等手書蔓を持って最寄りの郵便局へ行き､申込書に記入して浸出しま

す｡本人が出向けない場合は代理人でもかまいません｡
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1971年8月78第3種郵便物認可 (毎月6回)1の□･6のEj発行

2006年5月12E]発行 SSKA増刊通巻第5540号

支 部 だ よ り

第30回全国捨会 ･大会

(弟】日日)能会 (各支部代議員会)

日 時 2006年6月21日 (汰)受付12.30-13,00総会13:00-17:00

会 場 ティアラこうとう (江東区公会茎)申会議等

交洗会 E] 時 20O6年6月21El(水)受付17:30-18:00交流会～20:30

会 場 ティアラこうとう (fE棄区公会堂)大会議室

宿 舎 ホテルイ-スト21東京 棄京都fE素区東陽 6-3-3廿03-5683-5683

(第2日目)大会

式娘 日 時 2006年6月22日 (木)受付 9:00-9:30式典10:00-12:00

会 場 ティアラこうとう (江津区公会堂)大ホール

1.感謝状贈呈 2.基調藩演 (席天空教授 ･水野莫邦先生)

3,シンポジゥ-ム13:00-16:30

※ 詳しくは支部事務局まで電話下さい｡

ぎー･一･-･- 篇集後記一一一一一▲一.-･一･-･-･一･-･---･-･-･-･-･-一･-･-I-･-･-･一一一･一--･一･一･一･一----～-･一一･1-･一･--.｢
l

_: 本号の~部に18年度総会の議案書を載せましたが､先E]の総会に出席した方は重 き
王掛 ､たしますがご了承下さい｡又､ ｢医汝制度改革診療報酬改定に･-･-｣は東京都 まI
喜支部会報柑075号の一部を東京都支部の承諾を得て転記致しました｡ Si
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